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浮遊粒子状物質

日本の環境基準の測定の対象になるものの定義としては、粒径10μ m以下のものとされている 。発生
源は工場のばい煙、自動車排気ガスなどの人の活動に伴うもののほか、自然界由来 (海塩の飛散、火
山、森林火災など)のものがある。

また、粒子として排出される一次粒子とガス状物質が大気中で粒子化する二次生成粒子がある。

粒径により呼吸器系の各部位へ沈着し人の健康に影響を及ぼす。年平均100mg/m3になると呼吸器への
影響、全死亡率の上昇などがみられることなどが知られている。このためSPMの環境基準は、1時間値の
1日 平均値が0_10mg/m3以 下、1時間値が0、20mg/m3以下、と定められている 。

高度成長期以降、度重なる規制強化がなされたが、著しいモータリゼーション(特にトラック輸送による物
流の比率の相対的増加や乗用車のRV化などが大きな原因となつたといえよう。)に規制が追いつかず、
バブル期までは、悪化の一途をたどつてきた。2003年 10月 1日から、東京都・埼玉県・神奈川県・千葉県の
ディーゼル車規制条例により排出ガス基準を満たさないディーゼル車の走行規制が始まった。これらの規
制強化により、近年は、改善傾向にはあるものの、都市部の幹線道路沿いなどではまだ環境基準の達成
率は低い

粒子状物質は粒径がより小さくなることから、肺の奥深くまで入りやすく健康への影響も大きいと考えられ
ている。

日本においては、欧米における対策に比べ長らく規制が遅れていたが、東京大気汚染公害訴訟における
和解において対策に言及されたことを受け、中央環境審議会において検討が進められた。その答申を踏
まえ、年平均値15μ g/m3以下かつ1日 平均値35μ g/m3以下とする環境基準が2009年9月 9日 に定められ

た。

微小粒子状物質

精鞠「憮絲鰊 零六躁曰 G椰 蘊 恭Ⅸ颯 恭軋 驀 絲襴 茉
平成21年 9月 9日

第T環境基準
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「微小粒子状物質に係る環境基準について」
(告示)について(お知らせ)

環境省は、平成21年 9月 3日 の中央環境審議会答申を受け、微
小粒子状物質に係る環境基準について、9月 9日付けで告示しま
した。

1経緯
中央環境審議会 (会長 :鈴木基之)は、平成20年 12月 9日 付け
で諮問された「微小粒子状物質に係る環境基準の設定について」
に対し、平成21年 9月 3日 に答申を行い、微小粒子状物質に係る
大気環境基準設定に当たっての指針値等が示されました。

環境省ではこれを受けて、環境基本法第 16条に基づく大気の
汚染に係る環境基準を告示しました。

2告示の内容
告示の内容は別紙のとおりです。

3今後の予定
環境省では、今後、同答申において示された環境基準の設定
に伴う課題について、取り組んでいきます。

(別紙 )

微小粒子状物質による大気の汚染に係る環境基準について

環境基本法第16条第1項の規定による微小粒子状物質による
大気の汚染に係る環境上の条件につき人の健康を保護する上で

維持することが望ましい基準 (以下「環境基準」という。)及びその
達成期間は、次のとおりとする。

1 微小粒子状物質に係る環境基準は、次のとおりとする。
1年平均値が15μ g/m3以 下であり、かつ、1日 平均値が

35μ g/m3以 下であること。

2 1の環境基準は、微小粒子状物質による大気の汚染の状
況を的確に把握することができると認められる場所におい

て、濾過捕集による質量濃度測定方法又はこの方法によっ

て測定された質量濃度と等価な値が得られると認められる

自動測定機による方法により測定した場合における測定値

によるものとする。

3 1の環境基準は、工業専用地域、車道その他一般公衆が
通常生活していない地域又は場所については、適用しない。

4 微小粒子状物質とは、大気中に浮遊する粒子状物質で
あつて、粒径が25μ mの粒子を50%の 割合で分離できる分
粒装置を用いて、より粒径の大きい粒子を除去した後に採

取される粒子をいう。

第2達成期間
微小粒子状物質による大気の汚染に係る環境基準は、維持

され又は早期達成に努めるものとする。
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